
平成 26年度日本消化管学会教育集会プログラム 

胃腸病専門医に必要な今日的知識を整理する 

Updating knowledge essential for gastroenterological specialists 

平成 26年 9月 28日 (日) 11：00～15：30 

ベルサール新宿セントラルパーク 

当番世話人：高橋 信一（杏林大学医学部第三内科） 

 

開会の辞 

講演 1（11：00〜11：40） 

「表在型食道扁平上皮癌、腺癌の内視鏡診断」 

司会：群馬大学大学院 病態総合外科学（第一外科）  桑野 博行 

演者：佐久総合病院 胃腸科     小山 恒男 

講演 2（11：40～12：20） 

「これまでの胃がん検診とこれからの胃がん対策」 

司会：島根大学医学部 第二内科     木下 芳一 

演者：北海道大学病院 光学医療診療部    間部 克裕 

－ 休憩（10分） － 

講演 3 ランチョンセミナー （12：30～13：20） 

「ピロリ菌感染胃炎の取り扱い」 

司会：川崎医科大学 消化管内科学    春間 賢 

演者：東京医科大学病院 内視鏡センター    河合 隆 

－ 休憩（10分） － 

講演 4（13：30～14：10） 

「薬剤性小腸病変の診断と治療」 

司会：日本医科大学 消化器内科学    坂本 長逸 

演者：大阪医科大学 第二内科     樋口 和秀 

講演 5（14：10～14：50） 

「大腸カプセル内視鏡―適応と今後の展望」 

司会：福岡大学筑紫病院 消化器内科    松井 敏幸 

演者：国立がん研究センター中央病院     斎藤 豊 

講演 6（14：50～15：30） 

「過敏性腸症候群の診断と治療」 

司会：公立黒川病院      本郷 道夫 

演者：東北大学大学院医学系研究科 行動医学   福土 審 

東北大学病院 心療内科 

閉会の辞 


